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「ささえ」開設にかける私たちの想い　～＜希望＞を胸に

　「１to１船橋くらしサポートセンター ささえ」の開設まで、あと1ヶ月半を切りました。
　私たちのような小規模の事業者にとって、既存の事業所のある船橋市内とはいえ、土地勘の薄い地域で、これまで行ったことのない事業をいきなり定員２０名規模で始めるというのは、私自身にとっても法人にとっても、無謀に近いくらいハードルの高い挑戦であったと今でも思っています。
しかし、多くの方々の期待と想いを背負い、また多大なご協力も頂戴しながら、どうにかこうにか、予定していた2019年4月1日の開所に間に合わせることができそうなところまで辿り着くことが　できました。この間、ちょっと大げさに聞こえるかもしれませんが、私は、自分たちの力を超えた何か大きな力に導かれながら少しずつ前へと進んでいるような感覚をずっと抱いていました。

　とはいえ、ここからが「ささえ」の本当のスタートとなる訳ですし、これから取り組み一つ一つ解決してゆかねばならない課題も山積みです。4月以降、毎日かかわることになる利用者やご家族の皆様およびその他関係者、そして私たち自身の笑顔溢れる明るい未来への＜希望＞を胸にさらなる一歩を踏み出してゆきたいと、あらためて強く思う次第です。

　という訳で、ここで改めて、「ささえ」開設にかける私たちの想いを確認しておきましょう。

1. 経営理念の“実践”の次なるステージを目指して　
～《多様性》と《生命力》そして《やさしさ》に満ちた「共生社会」の創造と発展に寄与する！
　以下、おさらいになりますが、あらためて確認をお願いします。
 (
１to
１経営理念
私たちは、常に『個』の想いに寄り添い、人と人との
≪
１to１
≫
のかかわりを大切に育みます
１to
１行動指針
一．【基本姿勢・かかわり】
私たち一人一人が、“いま・ここ”に存在する一人一人と向き合い、その人に
　
しかない「価値」や「役割」を見つけ
出し
、その人固有の
≪
輝き
≫
に変えます
一．【組織風土・職場環境】
私たち一人一人が、「いきること」「はたらくこと」
が本来持っている純粋な
≪
喜び
≫
を体現すべく、
常に
　　　
自分自身を変化させ、
“いま・ここ”
を
、
風通しの良い・快適な
人が共に育つ組織・職場に変えてゆきます
一．【社会参加・地域創造】
私たち一人一人が、時代や社会の変化を常に敏感に感じながら、“いま・ここ”にいる仲間たちと社会の橋渡し役となり、《多様性》と《生命力》そして《やさしさ》に満ちた「共生社会」の創造と発展に寄与します。
)

















２．地域の実情と課題　～「選べる福祉」は実現されたか？
　　　現行制度の施行から12年。たしかに船橋市内における障害福祉サービス事業所数は、当時と
比べて格段に増えました。県立・市立それぞれの特別支援学校が設置され、重度の身体・知的
障がい児らが多く暮らす地域らしく、生活介護事業所についても、数字上は充分と思われる数
が設置されているように見えます。しかし市内のほとんどの生活介護事業所は、就労継続支援　B型事業等との「多機能型」で、就労困難な重度の障がいのある方々や保護者等のニーズに対し充分に応えきれているとは言えず、また入所施設を併設した定員の多い生活介護事業所では、船橋市だけでなく近隣の市町村がサービス支給している利用者の方々も多数受け入れており、年々利用者の高齢化が進んでいる状態です。そのため、一般的には生活介護サービスの利用が妥当とされる重度のお子さんを持つ保護者にとっては、「我が子の学校卒業後の進路先の確保」ということが数年前から不安視されていて、そのことが特別支援学校のPTAが主催するシンポジウム等でも度々話題となっていました。
このような地域の実情を踏まえて、そうした年齢が若い重度の障がいのある方々の「受け皿」
の役割を果たしてきたのが、古くは小規模福祉作業所、近年では私たちのような送迎サービス
を積極的に行っているB型事業所であり、それが私たちの＜持ち味＞であり＜誇り＞でもあり、
他のB型事業所との＜差別化＞に繋がっていた部分でもありました。しかし制度で定められた　B型事業所の職員配置基準は、利用者10名に対し直接支援職員1.0名以上を最低ラインとする非常に厳しいもので、当法人のように、そのことに目をつぶり利用者３:職員１に近い職員配置を実現すると、専門職や管理職および間接部門の職員の人件費を抑えざるを得なくなるなど、経営的な苦戦を強いられる状況が続いていたこともまた事実です。そこで、地域で暮らす重度の障がいのある方々にとっての「選べる福祉」を実現するためにも、また、B型事業所が抱えている経営課題を解決するためにも、１to１として新たに生活介護事業を始めることの意味・意義があると判断し、2年前の夏「ささえの会」の池田幸子さんより今回の件の元となるご相談を頂いた際に、困難なチャレンジになることは承知の上でお話を受けることを決断したのでした。そこに道がなければ、自ら切り開く。それが「１to１Style／Way」。だよね。

３．どのような事業所を目指すのか？　～事業の方針
　　　 ①　生活介護サービスという制度の枠にはまった活動だけにとどまらず、事業所名称の通り、　　障がいのある方々にとっての地域での「くらし」そのものを支える拠点となることを　　目指す。そのような心意気をもって日々の活動に臨む。
　　　②　その意味でも、「生活介護事業」だけでなく「日中一時支援事業」を併設してスタートし、
　　　　　無理のない範囲で、生活介護の利用契約者以外の方にも開かれた事業所にする。
[bookmark: _GoBack]　　　③ 「地域に開かれたオープンな事業所」として事業所周辺に暮らす地域住人らに認知され、　　利用者の方々や事業所の人間である私たちが「地域によって育まれる」、また、利用者の方々や私たち自身の日々の実践が「地域住人たちの心（ハート）を育てる」ことができるよう、常に「地域との良好な関係づくり」を意識し、地域行事への積極的参加や事業所の活動に対する参加の呼びかけ・受け入れなどを通じた地域交流を検討・企画する。

＜開設初年度の日中活動３つのテーマ＞
♪ 若くて、柔らかい心を持った利用者の方々が、それぞれのペースでゆっくりと大人になること
♪ 地域やまちに出て人や社会と積極的に交わり、たくさんのうれしい・たのしい経験を積むこと
♪ 友だちや仲間たちといっしょに何かを生み出したり、はたらく喜びを感じること
以上
以上、よろしくお願いいたします。
